
 
 
 
 

平成 25 年７月 1 日（第 1５２号）            青森県建築士会青森支部青年委員会  

初夏の陽気と共に梅雨の季節です。 

建築士を目指すみなさんにとっては、試験に向け追い込み期間に突入といったところでしょうか？ 

ここで挫けず、最後まであきらめないで、力の限り挑みましょう。そして、周囲の先輩方におかれまし

ては、出来る限りのご協力をお願い致します。 

 
 
青年委員会６月定例会と講習会の様子 
 

      
ホールの円卓にて定例会スタート！     会議が早く終わり、図書館で仕事の参考  講習会の司会をしつつ、最後列にて黙々 

                    書を探す、稲見委員長。         と仕事をこなす、稲見委員長。 
 

 

青年委員会６月定例会 

 

6 月 7 日、青年委員会の 6 月定例会が開かれましたが、副委員長松野の連絡ミスにより会議室の予約がされてい

ないという、まさかの事態が発生！！ 

「姉さん、事件です！！」 

と言わんばかりの大パニックの中、担当の方に別の日の予約を確認してもらったり、前回の会場だった中央市民セ

ンターに連絡してみたり、ラジバンダリ(汗) 

幸い参加者 3名ということもあり、ホールの円卓にて定例会を行いました。参加者及び事務局の吉岡さん。 

「申し訳ございません。」 

 

 

低炭素認定制度・改正省エネルギー基準講習会 
 

6 月 18 日、青年委員会担当の講習会が開催されました。国土交通省が一般住宅の省エネ義務化を前提とした「新

たな省エネ基準」の策定に着手したことから、今後は建物の外皮計算、一次エネルギー消費量などの新しい基準に

沿って建物を設計しなければならなくなり、今回の講習会が企画されました。 

みんな勉強熱心だなぁなんて思いながら、青年委員会だよりの写真を撮っていたら、稲見委員長発見！最後列に

て、一人黙々と仕事していました。稲見委員長お疲れ様です。 

 

 

フットサルしようよっ！ 

 
今月も練習を行います。練習日は、7月 2日 19：00～21：00 筒井南小学校 です。 

 

 

 

 

（※裏面へつづく） 



 

第３４回 青函桧交流会のご案内 

 
青函桧交流実行委員会委員長の松野です！青年委員会では副委員長ですが、青函桧交流実行委員会では委員長と

して頑張っています。 

青函桧交流会は、青森支部、函館支部、桧山支部の 3 支部による交流会で、毎年各支部がローテーションで主催

し開催されます。 

今年で 34 回目となりました青函桧交流会ですが、今回は函館支部主催で開催されます。函館市内の建物、遺跡

等を見学、懇親会を通して交流します。34 回目ともなると、当時青年委員だった方々も大御所と呼ばれるようにな

り…。失礼ながら高齢化が進んでおります。 

そこで、青年委員会のメンバーや若手のみなさん！日帰りですので、函館までの小旅行だと思って参加してみま

せんか？ 

 

開催日は、8月 31日（土）の予定です。 

 

以下に前回函館支部主催で行われた青函桧交流会での写真を掲載します。 

 

 

第３１回青函桧交流会での写真 
 

    

移動に使用した路面電車。        函館競馬場の建物見学          自由時間に食べた函館塩ラーメン。     

 

 

 

6 月の青年委員会は、稲見委員長目白押しな月となりました。7 月は建築士試験に、西大会に、夏の交流会にと、

さまざまなイベントが続くこともあり、青年委員会の定例会及び活動をお休み致します。 

ちなみに今月は、青年委員会を始め若手の交流を目的としたビアパーティを計画しています。人数が集まらない

場合は開催しませんので、会場未定ということでご案内致します。 

8 月ごろからの予定で新企画をスタートしたいと考えておりますので、みなさまの参加をお待ちしております。 
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会場未定（出席 ・ 欠席）   
どちらかに○をつけて返信ください  
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